
「産直でんき」
で雇用や利益が
各地域で
生まれる！

風力発電

水力発電

組合員

バイオマス発電

太陽光発電

パル
システムがめざす電力事業

パルシステムは、商品づくりを通して「食」と「農」をつなぎ、環境や生きも
ののいのちを大切にする社会をめざしてきました。そして、東京電力福
島第一原発事故をうけ、電力事業に取り組んでいくことも、次世代に豊か
な自然環境を引き継いでいける活動だと考えました。復興のためにも、
再生可能エネルギーに取り組む地域を応援し、原発に頼らないしくみを
つくり出していきます。

パルシステムが電気の小売りを行う理由。
多くの人が、原発でつくられていない電気や再生可能
エネルギーを支持すれば、再生可能エネルギーの割合
が増え、脱原発につながります。電気を選ぶときには「ど
んな発電方法の電気」なのかということにも、ぜひ関心
をもってください。

電気を「選ぶ」ことで、変わることがあります。

組合員や産地などの地域とともに持続可能な
社会づくりをめざしています。

産地や脱原発・震災復興の再生可
能エネルギー事業を応援します。

1

発電地域に雇用や利益が広がる地
域分散型のエネルギーづくりのし
くみ「産直でんき」を進めていき
ます。

2

 組合員交流や特産品購入など、地
域経済の活性化に貢献します。

3

エネルギー供給だけでなく、省エ
ネルギーなどにも取り組みます。

4

組合員への情報公開や事業の透明
性を確保します。

5

産地と組合員の
交流が生まれる

電気の売買

地域がもっと元気に！
売電の利益が協力産地に届きます。

産地のみなさん

今しばらくお待ちください。 詳しくは裏面へ

パルシステムでは2016年秋一部地域から
電気の小売りを始めます。
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パルシステム山梨と連携！

みなさんの支持が、
新事業を進める
大きな力に。

大潟村は排水に多大なエネルギーを消費する干
拓地。環境負荷を考え、太陽光発電から取り組
み始めています。このような取り組みを進める
にあたって、組合員のみなさんからカンパのご
支援をいただきました。誠にありがとうございま
した。みなさんとともに環境にやさしい社会をつ
くっていきたいと思います。

㈱大潟共生自然エネルギー代表
（大潟村長）

髙橋 浩人さん

メガソーラーの建設には、村民
参加型の市民ファンドの立ち上
げも大きな力に。

秋田県大潟村  
大規模太陽光発電所
平坦な地形を活用した、
最大出力1500kwの
メガソーラー。

小さいパネルを使用するため、
太陽光が田畑の作物と発電両
方に効率よく分けられます。

千葉県佐原
農産物供給センター
ソーラーシェアリング発電所
太陽光を「営農」と
「発電」で分け合う、
ソーラーシェアリング。

持続可能な農業、
エネルギー社会を
ともにめざしたいです。

東京電力福島第一原子力発電所の事故後、風評
被害・放射能の対策は継続を余儀なくされ、生産
者として、農業とエネルギーの問題に取り組みたいと
実感。パルシステム千葉と立ち上げたソーラーシェア
リングにより、自然エネルギーの実践が一歩前進しま
した。より多くの生産者、組合員のみなさんとともに
広めていきたい取り組みです。

佐原農産物供給
センター 生産者

香取 政典さん

パルシステム千葉と連携！

パルシステムグループと連携！

東日本大震災によって事業は大きな打撃をうけま
したが、さまざまな方からご支援を頂戴し、復興
に向けて歩んでいます。その歩みのひとつが、エ
ネルギー確保が重要な問題と考えて着工した、鶏
ふんを活用したバイオマス発電所。見学可能にし、
組合員のみなさんと交流を深められる場にできた
らうれしいですね。

㈱十文字チキンカンパニー
常務執行役員 支援部長

小澤 和之さん

震災からの復興、
そして交流を深める
ための取り組みです。

鶏ふんを燃やすことで発生する水
蒸気で発電させます。燃焼した
灰は肥料原料として農業に活用。 

岩手県ニ戸市
㈱十文字チキンカンパニー
（『までっこ鶏』の産地）
バイオマス発電所
鶏ふんを燃料にした、
地域循環型のバイオマス
発電所。

発電所は
2016年4月
完成予定。

パルシステム東京と連携！

パルシステムとの
思いが一致した、
新しい産直交流です。

「自分たちの力でも環境を大切にしたい」という
思いで、水力発電に着手してきました。大手の電
力業者から売電の依頼がありましたが、長年産
直交流があり、「電力でも、ともに地域を元気に
していこう」というパルシステムの思いに共感。
組合員のみなさんとのつながりを、電力の供給で
より深めていきたいです。

野川土地改良区理事長

工藤 誠一さん

農地へ安定的に水を供給する
ために整備された水路。現在、
発電所に水を送る役割も。

山形県野川
土地改良区 水力発電所
農業用水を活用した、
山形県初の本格的
小水力発電所。

2016年4月1日から、一般家庭でも電気の購入先
を自由に選べるようになります。例えば原発で
つくられていない電気、再生可能エネルギー（※）
の割合の多い電気、地元でつくられた電気など
を扱う電力会社を選ぶことができます。

（※） 再生可能エネルギーとは、太陽光・風力・水力・バイオマス
などで発電されたエネルギーです。

パルシステムでは電力事業を開始するた
め、現在さまざまな準備を進めています。
料金体系など含め、準備が整い次第、組
合員のみなさんにお知らせをいたします。

パル
システム 産地などの取り組み

パルシステムの電気が買えるように
なるまで、今しばらくお待ちください！

現在、組合員のみなさんに満足いただける内容の
事業を開始できるよう、準備を行っています。準
備状況につきましては、随時、お伝えしていきま
す。ぜひ、契約の切り替えをご検討ください。

電力小売り
完全自由化とは？

Q
一般家庭で電力会社を
選べるようになることです。A

パルシステムの
電気料金は
どうなるの？

Q

パルシステムの電力事業に
関しては、準備が整い次第
お知らせいたします。
A

パルシステムでは、
いつから電気を
購入できるの？

Q

A 2016年秋一部地域から
売電を始めます。

今年春に、組合員に向けた電力小売会社を設立しま
す。現在、売電に向けて、複数の産地との連携を進め
ています。2016年秋に、一部の地域で先行して売電
を開始し、2017年をめどに多くの地域での売電を進め
ます。詳細は、決まり次第随時お知らせしていきます。
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